
健康機能

達成度関連19栄養成分 栄養成分の効果
午後の達成度 午後の眠気

－冷凍弁当を作って検証－

成果の特徴
• 朝食や昼食内容を工夫することによって、仕事の主観的達成度を高められる可能
性があります。

成果の内容
① 第２期戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）で実施した1000人規模の
栄養調査と健康情報に関する疫学研究から、日々の仕事の主観的達成度の高低と19
栄養成分の摂取量に関連があることを見出しました。
② それぞれの栄養素について摂取推奨値を設け、それらを満たす冷凍弁当を使っ
て介入試験（60歳未満の就労男女55名）を行いました。当該弁当を朝食あるいは昼
食に食べた日の午後の仕事の主観的達成度が通常食に比べて有意に高くなっている
こと、昼食後の眠気の発現頻度が有意に少なくなっていることが示されました。

想定される用途・連携希望先
社食や給食での利用が想定されます。
栄養補助食品などを開発・販売している企業との連携を希望します。

仕事の主観的達成度を高める19の栄養成分

※北海道情報大学、株式会社フローウィング、NxtQOL株式会社、株式会社メディカルフロント、
亀山市健康福祉部、亀山市立医療センターとの共同研究です。
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冷凍弁当で介入試験
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